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会     議     録 

行 田 市 教 育 委 員 会   令 和 ３ 年  第 ９ 回  ７ 月 定 例 会 

招集年月日 令和３年７月１２日（月） 開会場所 
 行田市産業文化会館 

   ２Ａ会議室 

開閉の時刻 

及び宣言者 

 開会  ７月１２日（月） 午後 １時３０分   教育長 齋 藤  操 

 閉会  ７月１２日（月） 午後 ２時３０分   教育長 齋 藤  操 

 教育長 齋 藤  操 教育長職務代理者 岸  田 昌  久 仮議長  

 席次番号 
出席の教育長 

及び委員氏名 
摘       要 

１ 齋 藤  操  

２ 岸  田 昌  久  

３ 鹿  山 高  彦  

４ 飯塚 千十世  

５ 大 澤 惠 子  

議  事  参  与  者 書     記 

学校教育部長          吉田 悦生 

学校教育部次長 

 兼学校教育課長        安藤 秀一 

教育総務課長          長島 浩司 

学校給食センター所長      小林 誠 

生涯学習スポーツ課長      野口 啓司 

文化財保護課長         中島 洋一 

教育文化センター所長 

兼中央公民館長         杉山 孝義 

図書館長 

 兼視聴覚ライブラリー館長   柿沼 誠 

郷土博物館長          鈴木紀三雄 

教育研修センター所長      田口 範幸 

学校教育課主幹         亀山 友宏 

書 記 長   長島 浩司  

書記次長  上野恵美子 

書記    久積 史明 
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議案第４６号 

第１９採択地区令和４年度

使用中学校社会（歴史的分

野）教科用図書採択替えの要

否について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    市民憲章唱和（省略） 

 

教育長 

  本日の会議日程は議案３件である。これらの議案を公開して

よいか。 

 

  【全委員承認】 

 

教育長 

日程に先立ち、６月定例会の会議録について事務局に報告を

求める 

 

書記次長 

６月定例会、会議録報告 

 

教育長 

  何か意見等はあるか。 

 

【全委員承認】 

 

教育長提案、書記次長議案朗読 

 

教育長 

  協議は、昨年度採択したものと今回新たに検定に合格したも

のの２社にしぼって行いたいが、よろしいか。 

 

  【全委員承認】 

 

学校教育課長 

  令和４年度使用教科書の採択事務処理について（令和３年３

月３０日付け２初教科第６７号）において、令和３年度におい

ては、自由社の新しい歴史教科書について、教科用図書検定規

則に基づき、検定審査不合格の決定の通知に係る年度の翌年度

に行われた再申請により、令和２年度に文部科学大臣の検定を

経て新たに発行されることとなり、無償措置法施行規則第６条
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第３号により、採択替えを行うことが可能となった。 

これらに伴い、令和４年度から使用する行田市立中学校社会

（歴史的分野）教科用図書について新たに発行されることとな

った図書の埼玉県教育委員会が作成した調査研究結果及び令和

２年度における採択の理由や検討の経緯を踏まえ、採択替えの

判断を行う必要がある。 

また、採択の権限は、地方教育行政の組織および運営に関す

る法律第２１条第６号により、行田市教育委員会が有するため、

議案として提案するものである。 

  

教育長 

  何か意見等あるか。 

 

鹿山委員 

昨年も同じことを申し上げたが、本市は、中学校社会科で、東

京書籍を他分野、地理や公民などについても扱っており、また、

社会科以外の様々な教科でも取り扱っていて、生徒にとっても

非常になじみがある。また、学習内容には、マークがつけられ、

他教科との連携を通しながら、現代的な諸課題をより深く理解

できるように工夫されていると思う。 

 

岸田委員 

  本市では、昨年度社会科では、公民・地理・歴史の分野すべて

において東京書籍を採択した。それぞれの分野において、総合

的に東京書籍が優れていたと判断したことも要因の１つとして

あるが、主体的・対話的で深い学びを追及した学習をすること

が新しい学習指導要領ではいわれるようになり、特に全ての生

徒が授業に参加して、知識を得て、発表することは「生きて働く

力」を身に付けさせることが重要である。東京書籍は、小集団で

の協働的な活動コーナーがより具体的でわかりやすく、単元の

導入時やまとめの活動での対話的な学習を行うにあたり扱いや

すいと感じた。また、社会の他の分野、地理や公民との関連性、

小学校の社会科との系統性を見るのも大切だと思った。 

 

飯塚委員 

  岸田委員のお話されたことは、単に教科書の内容について協

議するだけでなく、大前提として大切な視点であると思った。
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市内の生徒の学びを引き続き安定して保証していくためにも、

社会科においては同一の東京書籍が最善ではないか。また、自

由社の教科書の特徴としては、県の調査報告において、見開き

を１単位時間とし、導入、学習課題、本文、チャレンジで構成さ

れている。生徒が興味関心を持って読み進められるように、も

っと知りたいや人物クローズアップ等のコラムは設けられてい

るなど、同じ埼玉県の身近な深谷市の偉人渋沢栄一についての

コラムが設けられており、本市の生徒にとっては、より興味関

心を持って学べそうである。 

 

岸田委員 

歴史分野では本市の誇れるもの、埼玉県に二つの国宝がある

うちの一つ、金錯銘鉄剣が本市にある。本市で学ぶ生徒にとっ

ては、「ふるさと行田」から世界を学ぶことにつながるとても意

味ある歴史的な遺産である。東京書籍は、その鉄剣をページい

っぱいにできるだけ大きく、そして見やすく掲載していた。自

由社もある程度のスペースを設けて掲載していた。 

 

大澤委員 

  東京書籍は、学習の課題が明確に提示されており、生徒が学

習の見通しをもって意欲的に取り組めるのではないかなと感じ

た。資料、写真や図表共に豊富であると感じた。また、「スキル・

アップ」のコーナーを設定し、歴史の基礎・基本が学べるように

なっている。基礎・基本をしっかり学習するには、まず、歴史の

史実を言葉として学ばなければならない。その点、自由社も章

末「復習問題のページ」では、用語についての問いや地図問題に

取り組むことを通して、学習してきた知識を身に付けられるよ

うに工夫されているということが報告されていた。 

 

鹿山委員 

県の調査報告や昨年度採択した実績などから、内容などを踏

まえて、検討したが、生徒の学びの連続性を担保することに加

え、１単位時間の学習で追究する学習課題を示し、生徒が見通

しをもって主体的に学習を進められるように工夫されている東

京書籍に安定感を感じた。 

 

教育長 
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議案第４７号 

行田市立学校給食センター

運営委員会委員の委嘱につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度使用中学校社会（歴史的分野）教科用図書採択替

えの要否について判断する。 

ただいまの協議内容は、採択替えを行わないということに意

見であった。「採択替えを行わない」ことでよいか。 

 

【全委員承認】 

 

教育長提案、書記次長議案朗読 

 

学校給食センター所長 

本案は、行田市立学校給食センター運営委員会委員の任期満

了に伴い、新たに委員を委嘱しようとするものである。 

運営委員会規則により、学校給食の年間事業計画等を審議い

ただくもので委員は１０名、委員長は市長、副委員長は教育長

とされ、その他の委員について、選出母体から推薦いただいた

方々で、新任６名、再任４名となっている。 

任期は、令和３年８月１日から令和４年７月３１日である。 

 

教育長 

  何か意見等あるか。 

 

鹿山委員 

新型コロナウイルスの感染者が給食センターの中で、万が一

出たときの対応策、マニュアルができているのか。 

市独自に教職員等へワクチンの優先接種を行っているが、学

校給食センター職員も、希望者に対し、この優先接種を受けら

れるようにしてはどうか。 

 

学校給食センター所長 

新型コロナウイルスの感染症対策については、まずは行田市

全体の行動マニュアルを遵守する。学校給食センター独自のマ

ニュアルとしては、数年前のノロウイルス感染症対策に準じる

形で、運用している。 

ワクチン接種については、センターの事務所には、市職員３

名と県の栄養教諭２名がいるが、栄養教諭については、優先接

種を行う。市職員については、優先接種の通知はないが、全員が

ぜひ接種したいという気持ちである。 
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鹿山委員 

  実際に調理している方はどうか。 

 

学校給食センター所長 

東洋食品の職員が調理を行っているが、職域接種の優先順位

が高くなるということは聞いていないが、本社の社員に確認し

たところ、やはり給食を扱うことから、優先接種については希

望しているということは確認している。 

 

鹿山委員 

  ぜひお願いする。 

 

岸田委員 

  本市は、センター給食ということで、１ヶ所で調理し、各小・

中学校に配送するという形であるため、食中毒や感染症が関わ

った場合、非常に弱いという部分がある。調理員が感染や濃厚

接触者となった場合、例えば子供たちに弁当持参させるのか、

それとも半日で帰ってもらうのかなどを想定し、対応できるよ

うにしてほしい。 

 

学校給食センター所長 

弁当の持参であるが、家庭の事情もあり、全てのご家庭が弁

当を用意ができるのかどうか。 

簡易給食が提供可能な日数も含めてどうか。 

罹患者や濃厚接触者が出た場合、給食が出る前に速やかに情

報伝達できる状況にあるのかどうかの確認、簡易給食の場合に

ついては、アレルギーのお子様に対しての情報伝達がスムーズ

にできるのかどうかの確認、昨年度から教育委員会の担当部署

と、確認しながらいろんなケースに対応していくという形で現

在取り組んでいる。 

 

岸田委員 

市の学校給食センターが調理しているのは、副食だけであり、

主食や牛乳は別であることについても、考慮する必要がある。 

また、家庭の事情やアレルギーも考慮しなくてはならない。

よろしくお願いする。 
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議案第４８号 

行田市郷土博物館協議会委

員の委嘱について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全委員承認】 

 

教育長提案、書記次長議案朗読 

 

郷土博物館長 

本案は、行田市郷土博物館協議会委員について、選出団体で

ある行田市教育研究会、行田市社会教育委員会議、行田市ＰＴ

Ａ連合会から新たな委員の推薦書が提出されたため、委員の委

嘱を求めたく提出するものである。 

  推薦された荻原章氏は、学校教育及び社会教育の関係者とし

て行田市教育研究会より推薦された方で、中央小学校長である。 

滝澤布紗氏は、学校教育及び社会教育の関係者として行田市

社会教育委員会議より推薦された方である。 

今村英之氏は、家庭教育の向上に資する活動を行う者として、

行田市ＰＴＡ連合会より推薦された方で、南河原中学校のＰＴ

Ａ会長である。 

任期は、前任者の残任期間である令和３年８月１日から令和

４年７月３１日までである。 

 

教育長 

何か意見等はあるか。 

 

岸田委員 

  本市は古代から近代まで、多くの歴史遺産が残っている。郷

土博物館は、貴重な施設であるが、県内にはお城や郷土博物館

のような施設はどこにあるのか。 

 

郷土博物館長 

  県内の城下町は、川越、岩槻、行田である。このうち歴史系の

博物館についてだが、岩槻はさいたま市と合併しており、単独

での博物館はない。川越市には博物館はある。 

 

岸田委員 

様々な活動をおこなっている委員も見受けられる。委員の助

言をいただきながら、素晴らしい施設の活用をお願いする。 

 

【全委員承認】 
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議案第４９号 

令和３年度一般会計教育費

補正予算について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

  本日、議案２件が追加提案された。議案第４９号及び議案第

５０号を日程に追加し、議題としてよいか。 

 

【全委員承認】 

 

  なお、議会案件であることから会議は非公開、議事録につい

ては議会終了後となるので公開としてよいか。 

 

【全委員承認】 

 

【傍聴人退出】 

 

教育長提案、書記次長議案朗読 

 

教育総務課長 

  ７月臨時市議会に補正予算を上程するため、教育委員会へお

諮りするものである。 

令和４年度から、荒木小学校と須加小学校を再編成し、新た

に見沼小学校を設置すること、及び、北河原小学校を南河原小

学校に編入することに伴う所要の経費を措置しようとするもの

である。 

まず、繰越明許費の補正について、令和４年３月をもって閉

校する小学校３校が、記念事業を実施するにあたっての「学校

閉校記念事業補助金」５４０万円について、学校閉校準備委員

会が実施する記念事業の完了が翌年度になる見込みであること

から、繰越明許費を設定するものである。 

次に、債務負担行為の補正について、スクールバス運行業務

委託の限度額を増額するものである。 

今回の学校再編成に伴い、遠距離通学となる児童の送迎を行

う必要があることから、令和３年度をもって地域に小学校がな

くなる区域において通学用のスクールバスを運行するための業

務について、債務負担行為を設定し、令和３年度中に契約締結

に係る事務手続きを行うことにより、令和４年度からの業務の

円滑な遂行を図るものである。 

次に、歳出、１０款教育費で８２０万６，０００円の増額であ

る。 



                       9 

 

 

 

会 

 

 

 

議 

 

 

 

の 

 

 

 

進 

 

 

 

行 

 

 

 

状 

 

 

 

況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１項２目事務局費の◎事務局費６７０万円は、学校再編成に

伴い、開校する見沼小学校並びに閉校する北河原小学校、荒木

小学校及び須加小学校に対し、校歌や記念誌の作成、式典開催

などの記念事業を実施するための補助金を交付しようとするも

のである。 

次に、２項１目学校管理費の◎小学校管理運営費のうち、  

１１節運搬料１４３万４，０００円は、学校再編成に伴い、北河

原小学校及び須加小学校の備品を児童が新たに通学する学校へ

運搬するための経費を措置するものある。 

１２節 公共施設等廃棄物収集委託料７万２，０００円は、今

回の学校再編成に伴い、閉校となる３校分の不用物品を廃棄す

るための経費を措置するものである。 

次に、歳入、１９款繰越金は、補正財源として、前年度繰越金

を措置するものである。 

 

教育長 

何か意見等はあるか。 

 

教育長 

  公共施設等廃棄物収集委託料の３校とはどこか。 

 

教育総務課長 

北河原小学校、須加小学校に加え、須加小学校と統合する荒

木小学校においても備品整理等があるため、この３校である。 

 

岸田委員 

運搬料、公共施設等廃棄物収集委託料の金額の積算はどのよ

うに行ったのか。 

 

教育総務課長 

他市の事例などを参考とし、積算し、見積もりを頂戴してい

る。例えば、運搬料については、作業量、資材を梱包作業、ピア

ノの運搬をもとに、１校あたり７１万７，０００円の２校分、廃

棄物収集委託料は１校あたり２台のトラックを用いて廃棄物を

処分するということで計算をしている。 

 

岸田委員 
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議案第５０号 

行田市公立学校設置条例の

一部を改正する条例につい

て 

 

 

 

学校の統合にあたっては、例えば机、椅子において、すべて運

搬する必要はなく、元の学校の分で足りるのではないかと思う。

数の確認等は行ったのか。 

 

教育総務課長 

  運搬については、北河原小学校、見沼小学校のものを新しく

通う学校へというものを基本に児童数等で算出している。 

 

岸田委員 

個人情報、貴重な資料が学校にはあるので、作業は慎重にお

願いする。 

 

大澤委員 

ピアノの運搬料とあったが、ピアノの運搬は専門業者に依頼

することを考慮してほしい。また、１校２台のピアノが不要に

なるが、今後の活用方法はどのようか。 

 

教育総務課長 

  この予算案が議決された際には、委員の意見を含め、調整し

ていく。 

 

岸田委員 

  学校には数多くの備品があるため、計画的にお願いしたい。 

 

教育総務課長 

  基本的には新しい学校への移動となるが、市内の学校を見据

えて作業を行っていく。 

 

【全委員承認】 

 

教育長提案、書記次長議案朗読 

 

教育総務課長 

本案は、学校の再編成に関し、令和４年４月に、北河原小学校

について、南河原小学校へ編入することにより廃校とし、また、

荒木小学校と須加小学校を統合し、新たな学校を設置するため、

条例を改正しようとするものである。 
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第２条は、行田市公立学校の名称及び位置を規定したもので、

別表により小学校・中学校が定められておりますが、「北河原小

学校」「須加小学校」を削り、表の一番下に、新たに設置する学

校として、名称について「行田市立見沼小学校」、位置について

は現在の荒木小学校の位置である「行田市大字荒木１６０６番

地」を加えるものである。 

また、附則において施行期日を、令和４年４月１日とするも

のである。 

 

教育長 

何か意見等はあるか。 

 

岸田委員 

行田市公立学校設置条例の改正に関連し、学校番号、教育事

務所など、他の組織に関わるものはどうなるのか。 

 

教育総務課長 

４月の開校に合わせ、順次準備を行っていく。 

 

【全委員承認】 

 

教育長 

  以上で本日の定例会を閉会とする。 
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 そ の 他 特 に 重 要 と 認 め る 事 項 

 

１ 次回定例会開催予定日  令和３年８月１９日（木） 午後２時００分 

              行田市教育委員会 第２会議室 

 

 

 以上、顛末を記載して、その発言内容に相違がないことを証するため、ここに署名する。 

 

 

 

 

   教育長 

 

 

   委 員 

 

 

   委 員 

 


